
令和4年1月25日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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Ｃ
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以上

Ｄ

３：

65％
以上

２：

60％
以上

１：

60％
未満

B

○各家庭に月間の取組カードを配布し、家庭と連
携して取り組んだ。また、長期休み前に、生活指導
主任から望ましい生活習慣について全校児童に指
導を行った。上記以外にも、保護者会や個人面談
でも話題に上げるなどして、年間を通して、意識啓
発を行っていく。

○月別の指導計画をもとに、食育指導を行ってい
る。また、「地産地消」給食や「和食の日」「季節の
メニュー」などの給食指導を行っている。こんだて
表に食育に関連する情報を記載し、家庭にも周知
している。食育指導を確実に行えるよう、指導内容
の見直し、引き続き行っていく。

○体育的行事では、各学年の実態や発達段階に
合わせた種目（演目）を決め、実施することで児童
が目標をもって取組むことができた。学年によっ
て、運動習慣とその他の行事や活動との両立に課
題が見られたが、屋上なども積極的に使用し、短
時間でも簡単な運動ができる場を作っていく。

○学期に１回、「生活リズムチェック」を実施し、自
分の生活や健康を見直す機会を作った。また、中、
高学年は、保健学習を通して、日々の生活を見直
し、健康意識の向上を図った。

0

「子どもたちにとって
分かりやすい授業をし
ていたか」という問い
に対して「よくあては
まる」と回答した保護

者の割合
（学校公開アンケー

ト）

「体を動かすことが好
きですか」という問い

に対して「好き」と回答
した児童の割合

Ａ

0

「授業がよくわかりま
すか」という問いに対
して「よく分かる」と回
答した児童の割合

0

0
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Ｂ

３：

67％
以上

２：

60％
以上

４：

70％
以上

４：

70％
以上

３：

65％
以上

２：

60％
以上

「学校からのたより
（学校便り、学年便

り、ホームページ,メー
ル等）は分かりやす
い」という評価項目

で、「はい」と回答した
保護者の割合

目標に対する成果指標

２：

60％
以上

４：

70％
以上

0

３

65
％

0

0
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1

学校関係者記入欄

5

1

令和３年度　大田区立調布大塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・児童数３５５、学級数１２、主幹教諭：２、主任教諭：８、主任養護教諭：１、教諭、１０
・学び方を学び、自立した学習者を育てるために、全教科等で「教えて考えさせる授業」による授業改善を図るとともに、「予習・授業・復習」の授業サイクルを確立し、家庭学習の充実を図る。
・サポートルーム拠点校としての強みを生かし、特別支援教育の充実を図る。
・地域の人材・資源を効果的に活用し、教育活動の充実を図る。

「学校が楽しいです
か」という問いに対し
て「楽しい」と回答した

児童の割合

5

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、積
極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を目
指します。ま
た、相互の連
携を深め、子
どもを育てる
仕組みを作り
ます。

4

54
％

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○令和３年度1月より学年だよりを廃止し、
学校だよりと統合することにより保護者地域
への情報の一元化を図り、学校だよりで確
実に各学年の取組み、行事等が伝えられる
ようになった。

○学校ホームページには、国や都、区から
の通知を含め学校からの通知も盛込みま
す。また、日々の児童の学校生活の様子や
給食について更新し、保護者、地域に積極
的に発信している。また見やすいようにその
構成や内容を見直していく。

〇今年度は地域教育連絡協議会を計画通
りに行うことができたが、未だ新型コロナ
ウィルス感染拡大の予断を許さない状況で
あるため、地域行事が取りやめとなることが
多い。しかし、縮小された行事でも児童の安
全を考慮しつつ、学びの場を見出していく努
力ができた。

・学校と地域の連携をより強めていける
よう、様々な場面で協力を惜しまず取り
組んでいきたい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

B

3

３：

45％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

4

72
％

4

73
％

２：

40％
以上

１：
40％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

「予習・授業・復習」サイクルで学習習慣の定
着を図る。

１：

60％
未満

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のき
まりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に
対して組織的に対応する。

3

3

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上をめ
ざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を実
施する。

想像力を高め多様性を尊重し認め合う意識
を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力
向上と良質な
教育環境をつ
くります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

相互授業参観や日常的なOJTに取り組む。

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

自分の心や体に関心をもち、進んで健康的
な生活を送ろうとする意欲を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい
生活習慣についての意識啓発を行う。

・子どもたち一人一人に合わせた学習が
できていると感じる。また保護者にも算数
の理解度を知らせることができるのは良
いと思う。

○毎学期末に学習カルテを使って児童が学
習状況を振り返り、教師が助言を記入し、
通知表とともにと保護者に渡して内容を知
らせたり、指導ポイントを確認している。

○単元ごとにステップ学習を行った。保護
者に通知表と併せてチェックシートを配付
し、算数の到達度を知らせた。

○学習指導講師による補習教室を、毎週
水・金曜日（年間70回）と、土曜日（年6回）
に実施した。担任は、ステップ学習の進度
が遅れている児童に参加するよう伝え、学
習指導講師は、児童の習熟の程度に合わ
せた個別指導を行った。

○大田区学習状況調査の結果や日常の学
習状況をもとに授業改善推進プランを作成
し、各教科で授業改善を行えるようにした。
また、行事等の精選や見直しを図り、授業
時数の確保に努め、一単位時間の学習過
程の明確化することで、教科、領域を通して
児童の学ぶ意欲を高め、思考力・判断力・
表現力を育成した。

○「教科書を読んで、分からないところを掴
んできて、授業に臨む。」「今日分かったこと
を家の人に説明する。」などの取り組みをし
ている。

4

2

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

１：

60％
未満

・社会の一員としての基本の挨拶を習慣
づけていくことは大切だと思う。

・子ども一人一人の運動への取組を家庭
と連携して把握することは、子どもに良い
影響を及ぼすと感じる。
・屋上を活用するなど、コロナ禍の中で運
動習慣を継続させることや健康増進への
取組を評価する。

・OJTという手法が取り入れられてから30
～40年経過したが、成果評価が低いの
はなぜか。

3

1

3

3

3

4

4

3

3

○共通取組である「言葉・礼儀・あいさつ」に重点を置いて
指導してきた。学校のきまりの配布や遊びのやくそくの掲
示。あいさつ運動や日々の週目標等で意識を高めるように
している。右側通行の徹底など、安全面の意識を高めてい
く。

○道徳授業推進教師が受けた研修内容を教職員全体に伝
達した。教科書以外にも、都や区から給付されている教材
も活用して授業し、道徳指導を充実させる。

○６月と１１月の２回学校生活調査を行い、ストレス症状が
みられる児童には、まず始めに担任による面談を行ってい
る。その後、学校共通の様式に面談の結果をまとめ、必要
に応じて特別支援校内委員会で情報共有、対応方法を考
えた。面談実施の枠組みや情報共有をすべき事項につい
て、全教員の共通認識を図る。

○各学級担任は学校いじめアンケートや学校生活調査、
Hyper－QUを活用しながらいじめの積極的な認知に努め、
認知をした場合は生活指導夕会で報告を行った。報告の
中で早急に対応が必要なものについては、いじめ対策委員
会を立ち上げ、組織的に対応、解決策を考えた。いじめの
定義と学校いじめ防止基本方針を校内研修を通して確か
な理解を図り、共通認識の下、いじめの未然防止、早期発
見につなげられるようにする。

○問題行動については、全教職員で空き時間に各学級に
周り、担任任せの対応にならないような体制をつくった。不
登校については、特別校内委員会や生活指導夕会で、共
通理解を図り対応策を考えた。特別支援校内委員会では、
該当児童の担任も委員会に参加し、正確な情報のもと、委
員会で対応策を考え、全教職員に周知をし、組織的に対応
する。

○９月・１１月に自分のよさや可能性を見つける、友達のよ
さを見付ける、エール・ウィークを設定した。よさを見付ける
中で、他者の立場に立って物事を考えたり、自分とは違う
価値観があることを知ることができた。OKJ（教えて考える
授業）を通して、自分の考えをまとめたり、友達と考えを伝
え合ったりする活動を取り入れた。また、意図的なグルーピ
ングを組ませ、自分とは違う考えが集まる集団で行う学習
活動も設定した。今年度の成果と課題をまとめ、よりよい活
動が展開できるようにする。

〇日頃から全教員が全学級の児童の様子を細かく観察し
た。担任以外の教員でも、空き時間に各教室を周り、児童
一人一人に声掛けをしたり、見守ったりすることで、児童の
小さな様子の変化も見逃さないような指導が行えた。今後
も、引き続き全教員で組織的に対応する。

3

3

4

２

60
％

○学校公開のアンケートをインターネットを
使って回答していただき、そのデータを共有
している。十分でなかったことを把握し、授
業改善を図っている。

○主任教諭がそれぞれの専門性を活かせ
るような研修内容を工夫し、年間を通じた
OJT研修会を計画した。また、月ごとに自分
のテーマを決めるなど、視点を定めて互い
の授業を見合い、学び合う機会を多く設け、
学んだことを日常的に話し合えるようにし
た。

○教育研究会への参加、OKJ合同研修、
ICT研修などに取り組んでいる。学んだこと
を授業に生かせるように今後も研修を重ね
るとともに情報交換をして互いに高めてい
けるようにする。

○校内委員会を毎月１回実施し、その内容
について教職員全員に周知し、特別支援教
育の充実を図った。

○授業観察・各種研修の研究授業だけでな
く、日常の授業もいつでも授業を参観できる
ようにしている。OJTでは、使用した教材な
どの交流もし、授業力の向上を図っている。
継続して取り組む。

３：

65％
以上

２：

60％
以上

１：

60％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社会
の変化にしな
やかに対応
する子どもの
力と自信を身
に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等
を図っている。

2

「授業で隣の人やグ
ループの人と話し合う
ことは学習の役に立
ちますか」という問い
に対し「役に立つ」と
回答した児童の割合

4:

70％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実
施する。

3

・限られた状況下での学年を越えた活動
を評価したい。
・マラソン、縄跳びに継続して取り組むこ
とは精神面にも良く、向上心を養うことが
できると思う。
・タブレットを活用した表現能力が高まっ
ていると実感した。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

1 3：

65％
以上

Ｂ 2

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や「一
校一取組」運動や「一学級一実践」運動を実
践する。

3 １：

60％
未満

Ｄ 0多様な他者と協働することで考えを広げたり
深めたりできる場面を意図的・計画的に設定
する。

3

４

71
％

○授業以外に週１回程度、昼休みにイング
リッシュカフェを行っている。参加率を高め
るために担任からの伝達の他に、昇降口に
お知らせを掲示する。
○理科を中心に取り組んできた。意識して
取り組むことができるように、理科や総合・
生活科の単元計画に「おおたものづくり」と
の関係を明記する。
○「スクールタクト」を利用した学習を多くの
教員が実践している。「共同閲覧モード」に
すると瞬時に自分の意見が児童同士で共
有される。そのため相手に伝えようとする意
欲が高まったり、意見を見合うことで学びを
深めたりする姿が見られた。
○校内人権研修会を実施している。毎月、
人権課題への取り組みをひとつ提案してい
る。
○マラソン月間やなわとび月間を実施した。
また、体力テストの結果を受け、近隣校とも
連携しながら、柔軟性の向上も図っていっ
た。感染防止も考慮したため、取組みが学
級ごとの実施となり、実施時間や回数もや
や少なくなった。
○授業では思考を交流させる場面を多く設
定し、特に自分の考えを説明させるようにし
た。また、協働して問題解決する活動も取り
入れた。
○各教科の学習において、OKJに取り組
み、ペアで説明する・グループで考える活動
をしている。異学年でのクラブ活動委員会
活動では、学習用タブレットの「クラスルー
ム」を使って意見の交換もしている。

Ａ 4


